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ア リス トテレス主義を信奉した結果キリス ト教の教義 と矛盾する主張をし､そ
の矛盾を糊塗するために二重真理説という途方もない立場を唱えていると､非




この ｢ラテン ･ア ヴェロエス主義｣とそれに対する卑リス ト教の側からの禁
令 が ､ 12世紀未か らのア リス トテ レス哲学のラテ ンキ リス ト教世界-の導入の
一 つ の 結未であることは間違いがない｡ この 1270年代の一連の歴史的動 きには
ラ テ ン ･ア ヴ耳ロエス主義者 はもちろんの 三と､多 くの神学者 がかかわってい
る ｡ そ の神学者 たちの中心には､禁令そのものに直接すがたを現 していないに
し て も ､ボナ ヴェン トウラと トマス ･アタイナスがいた｡そ して､冒頭の彼 らの
テ キ ス トもかかわ りの浪淡はあるに して も､ ともにその当時のこのラテ ン ･ア
ヴ ェ ロエス主義をめ ぐる課噂 に対す る反応であったの と見な しうるものなので
あ る ｡
こ のような歴史的概観のもとに､本論文 は 1277年のパ リ禁令 にさまざまな形
で 関 わった神学者 ･哲学者たちの基本的な哲学概念を､その禁令 の瞳示す る二





















































































































































































































































































































































































小の 『文法教程』､ドナトクスの 『大文治』などである｡いわゆる数学的な r四科｣については､
アリストテレスの 『天体論』がかろうじて入っているのみで､他の諸学には何の言及もなくなっ
ている.
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第1章 :1277年の禁令の問題/3節 :1277年禁令 ｢序文｣と二重真理説 38
そこで､本節 冒頭に挙げた ｢序文｣の内容の [A]から刑 の分析 に進む こと
にする｡
まず､【A]の論点は前節までの歴史的経緯か ら容易に予想 され ることであら
う｡すなわち､そこで報告者 として記 されている ｢尊敬すべき重要な人々｣の中
にはシゲルスらを1276年 11月召喚 した審問官 ヴァルのシモンが含まれている
と考えられてお り､また先に見たボナ ヴェン トウラの批判か らも明らかであるよ






























































































































































































































































(2)以下の区別は理鄭 牝 は当然そのようななるべきものであると言えようが､【Baz血 1980】も
両様の区別をしてシゲルスの立堤を吟味している｡












































































































『一人の人間も存在しない･･･』が1269年､『自然学闇値典』が1269-加 年､そして 『デ ･アニ































































































































































































































































































































































点についての立場の提示というにとどまらず､哲学と神 学 ( キリス 下数信仰)と
のあいだの一般的な意味での 嘲 和｣､あるいは少なく と も r敵願のなさ｣を示
そうとするものでもある｡われわれはこの著作の中に哲 学 的 議論 とい うものを､
信仰という特別な形態を含めた人間■の知の一般的な配 置 周 のなかで どのよ うに
位置づけるのかというメタレグェルの議論を兄いだす こ と が できると期待でき
るのである｡
そ し て､哲学 とキ リス ト教信仰のあいだの無矛盾性 とい う問題に関 して ､ こ
の 著 作 に兄いだせるボェティウスの原理的主張は次のようにまとめることが で
き る D
(1) 学問的知識 とは理性に依拠 して結論されたことがらであり･､信仰は奇跡に
依拠する(3.1)0





































































































































































































































































































































































































































































































































よるかぎり(3)､以上の四つの問題は 『命題集』という ｢この事軌 に関する潤
いであって､｢神学 (theologia)｣に関わる探求であるとは断言できない｡この












つは ｢神 (Deus)｣､二つ目は ｢キリス ト｣､第三は ｢信じられ得ること(credibile)L｣
である｡もちろん､これ ら三者を主題 とすると述べられるときの ｢主題｣のと
らえ方には区別がある｡神が主題であるとされるのは､｢すべてのものがそれを













































































































































































































































































































































































第3華 :ボナヴェン トウラと哲学/2節 :哲学の不完全性とは何か 97
はり前期著作 『命題集注解』において見てみることにしよう｡ このような関心
のもとでその著作を眺めてみると､第 3巻の第 23区分 と第 24区分においてボ
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(3)以上の原理の認識は神の内なる発出の存在 と 本 性 を 直 接 には証明しない｡
(4)以上のさまざまの原理の認織は､神の内な る発 出 の 存 在と本性を必然的に












































































































































































































































































































































































































































































































































































































付録 :(1)関連 年 表
付 録
(1)関 連 年 表



































































































































































































































































































































































(1)型番 ｢典会の懸 (シラ奄)｣5牽14節 (共同駅型番では12節)
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